
 

平成 28年 9月 2日 

各 位      E 

会 社 名  日 本 基 礎 技 術 株 式 会 社 
代  表  者  名  取 締 役 社 長  中  原   巖  
（コ―ド番号   １９１４   東証  第 1 部） 
問合せ先 執行役員 事務管理本部長   尾崎 克哉 

(ＴＥＬ ０３‐５３６５‐２５００) 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 28 年 5 月 13 日に公表しました業績予想を下記のとお

り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正 

平成 29年 3月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成 28年 4月 1日～平成 28年 9月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

11,640 

百万円 

270 

百万円 

430 

百万円 

270 

円 銭 

9.56 

今回修正予想（Ｂ） 10,770 △240 △350 △390 △13.80 

増減額（Ｂ―Ａ） △870 △510 △780 △660 ― 

増減率（％） △7.5 ― ― ― ― 

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 28年 3月期第 2四半期) 
11,271 626 710 355 12.43 

 

平成 29年 3月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値の修正（平成 28年 4月 1日～平成 28年 9月 30日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり四半

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

9,720 

百万円 

300 

百万円 

170 

円 銭 

6.02 

今回修正予想（Ｂ） 8,800 90 △230 △8.14 

増減額（Ｂ―Ａ） △920 △210 △400 ― 

増減率（％） △9.5 △70.0 ― ― 

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 28年 3月期第 2四半期) 
10,074 794 379 13.28 

 

２．修正の理由 

（第 2 四半期累計期間の個別業績予想） 

工事の進捗の遅れ等により売上高が減少しました。 

経常利益については、為替差損約 210 百万円を見込んだことにより経常利益が減少し、合わ

せて連結子会社に対する債権に対し貸倒引当金約 270 百万円を特別損失に見込んだことにより、

四半期純利益が減少する見込みです。 

なお、個別財務諸表上において特別損失として計上しますが、連結財務諸表上では全額消去さ

れるため、連結業績への影響はありません。 



 

（第 2四半期累計期間の連結業績予想） 

   主に、個別業績予想の修正に伴うもの、および、米国現地法人の一部工事において工事採算

が低下したことにより営業利益、経常利益並びに四半期純利益が減少する見込みです。 

 

   なお、通期の業績予想につきましては、現段階で第 3・第 4四半期の業績を見極めることが困

難なことから、今回は修正しておりません。 

今後業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示する予定です。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

以 上 
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